
鮭
の
稚
魚
放
流

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね
！

　鬼怒川の貴重な自然環境と資源を絶やさぬよ
う、60年ほど前から鮭の人工ふ化事業に取り組
んでいる鬼怒小貝漁業協同組合（中

なかがわ
川行

ゆ き お
雄組合長）

が、１月31日、女方地内の鬼怒川で「鮭の稚魚
放流会」を行いました。昨年９月の豪雨災害に
より施設が被災しましたが、２か月余りで施設
も復旧し、例年通り放流することができました。
　この日は親子連れなど約200人が参加し、お
よそ５センチメートルに成長した鮭の稚魚約30
万匹を鬼怒川に放流しました。子どもたちは、
「元気に帰ってきてね」「大きくなってね」と声
をかけながら稚魚を見送りました。

豪雨災害を乗り越えて
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通
院
や
入
院
で
は
な
く
、
生
活
の
場
で
あ
る
自
宅

で
、
診
療
や
治
療
、
処
置
な
ど
を
行
う
の
が
「
在
宅

医
療
」
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
足
腰
の
衰
え
な
ど
か
ら
通
院
が
ま

ま
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
場
合
も
、
お
医
者
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
「
訪

問
診
療
」
や
「
往
診
」
と
い
っ
た
在
宅
医
療
な
ら
安

心
で
す
。

　

在
宅
医
療
が
、
こ
れ
か
ら
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を

支
え
ま
す
。

※
訪
問
診
療
と
往
診
は
、
ど
ち
ら
も
在
宅
医
療
に
含
ま
れ
ま
す
。

訪
問
診
療
は
、
定
期
的
に
訪
問
し
て
行
う
医
療
処
置
。
往
診
は
、

主
に
病
状
の
急
変
時
な
ど
不
定
期
に
行
う
治
療
の
こ
と
で
す
。

「
在
宅
」
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

　

入
院
し
て
い
る
人
の
多
く
は
、「
早
く
家
に
帰
り
た

い
…
」
と
思
う
も
の
で
す
。
在
宅
医
療
に
よ
っ
て
、

た
と
え
重
い
病
気
を
抱
え
て
い
て
も
住
み
慣
れ
た
「
わ

が
家
」
で
療
養
で
き
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
に
な
り
、
精
神
面
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で

病
状
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
面
で
も
一
般
的
に
、
入

院
治
療
よ
り
も
在
宅
医
療
の
方
が
経
済
的

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
が
、
こ
れ
か
ら
の
「
健
や
か
な
暮
ら
し
」
を
支
え
ま
す
。

　超高齢化社会を迎え、医療や介護が必要となる人が増えてきます。
病気や、介護が必要になっても、住み慣れた場所で生活したいという希望
を叶えるために、在宅医療での療養が大きな役割を担っています。

在宅医療での療養イメージ

在宅患者

　かかりつけ医による日常的な訪問診療
や往診が行われます。
　また、かかりつけ医と連携したいろい
ろな職種の専門家によって、必要に応じ
次のようなサポートが行われます。

●看護師による療養の補助
●理学療法士によるリハビリテーション
●ホームヘルパーによる日常の支援
●歯科医師による口腔機能の管理
●薬剤師による薬歴管理　　　　など●薬剤師による薬歴管理　　　　など

ほかの医療機関
　24 時間体制の在宅医療に協力するた
め、病状が急変した
ときや、精密検査が
必要なときの医療サ
ポートを行います。

かかりつけ医
　在宅医療の中心となります。患者の自
宅を訪問し、日常的な治療や健康管理を
行います。
　さらに、ほかの医療機
関や介護・福祉分野の専
門家とも連携します。

【これからの健やかなくらしを支える在宅医療】
「訪問診療・往診を行っている医療機関一覧表」を
市ホームページに掲載しましたので、ご活用ください。
【ＵＲＬ】http://www.city.chikusei.lg.jp/index.php?code=2589
在宅医療については、保健予防課にお問い合わせください。

チェック

費
用精

神

問
保
健
予
防
課

  

☎
22ｰ

０
５
３
５

ご
存
じ
で
す
か
？ 

「
在
宅
医
療
」
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村
田
地
区

で
は
、
村
田

小
学
校
の
児

童
た
ち
の
た

め
、毎
日
登
下
校
の
見
守
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど

も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
凄
惨
な

事
件
・
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

地
域
が
一
丸
と
な
り
子
ど
も
た
ち

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

現
在
の
登
録
者
は
６
，
５
０
７
人
（
１
月
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
み
な
さ
ん
の
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
地
域
に
住
む

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
る
」
を
合
い
言
葉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
人
は
、
各
小
学
校
又
は
生
涯
学

習
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
随

時
受
付
）

　

登
録
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
委
嘱

書
を
お
渡
し
し
、
活
動
中
に
着
用
す

る
帽
子
を
貸
与
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
脱
退
さ
れ
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
問
生
涯
学
習
課

☎
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０
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鈴
すずき

木　親
ちかお

男さん

障
が
い
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
へ

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人
（
父
若
し

く
は
母
又
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
）
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

を
支
給
し
ま
す

●
児
童
、
父
母
又
は
養
育
者
が
、
日
本
国
内
に
住
所
の
な
い
場
合

●
児
童
に
対
し
障
が
い
を
要
件
と
す
る
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合

●
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
保
育
所
、
通
園
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

受
給
資
格
者
、
そ
の
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
手
当
の
支
給
が
一
定
期
間
停
止
さ
れ
ま
す
。

村田小学校区で活動する
鈴木さんにお話しを聴きました！

主
な
活
動
内
容

●
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
中
の
見
守
り
や
声
か
け

●
学
校
周
辺
・
公
園
周
辺
の
巡
回

●
不
審
者
な
ど
の
発
見
時
、
学
校
、
警
察
署
な
ど
の
関
係　

機
関
へ
の
連
絡
・
通
報

問
障
が
い
福
祉
課

内
線
２
２
６

村田小学校下校時の活動の様子

①身体障がいの程度
が身体障害者手帳の
おおむね３級程度の
人（内科的疾患を含
む）
②療養手帳の判定が
Ｂ程度の知的障がい
（重複障がいを含む）
又は同程度の精神障
がいがある人

①身体障がいの程
度が身体障害者手
帳のおおむね１級
又は２級程度の人
（内科的疾患を含む）
②療育手帳の判定
がⒶ、Ａ程度の知
的障がい（重複障
がいを含む）又は
同程度の精神障が
いがある人

障
が
い
の
程
度

２級 １級
手
当
等
級

対象児童
１人につき

月額３４，０３０円

対象児童
１人につき

月額５１，１００円

手
当
の
額

（
３
月
ま
で
）

対象児童
１人につき

月額３４，３００円

対象児童
１人につき

月額５１，５００円

手
当
の
額

（
４
月
か
ら
）

※手帳を所持していない場合でも、上記程度の障がいがあれば該当します。
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市民と職員で作り上げた筑西市のドラマ『ただいまが、似合うまち』
（筑西市魅力情報発信映像）の第３話（最終話）を、３月上旬から配信！

第
１
話
か
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー

　
『
た
だ
い
ま
が
、
似
合
う

ま
ち
』
は
、
筑
西
市
出
身
の

都
会
で
暮
ら
す
女
の
子
・
明

日
香
が
、
筑
西
市
に
住
む
２

つ
上
の
幼
な
じ
み
・
良
昭
と

再
会
し
、
た
び
た
び
帰
省
す

る
よ
う
に
な
り
、
筑
西
市
の

人
々
や
ま
ち
の
温
か
さ
に
触

れ
、
地
元
の
良
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
く
物
語
で
す
。

　

物
語
は
、
都
会
に
就
職
し

た
明
日
香
が
普
段
の
生
活
に

疲
れ
、
ふ
と
筑
西
市
に
帰
省

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
明
日
香
は
下
館
祇
園
ま

つ
り
の
会
場
で
良
昭
と
偶
然

出
会
い
ま
す
。
久
々
の
再
会

に
意
気
投
合
し
た
２
人
は
、

再
び
筑
西
市
で
会
う
約
束
を

し
ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
花
火

大
会
な
ど
で
筑
西
市
の
人
々

や
ま
ち
の
温
か
さ
に
触
れ
る

と
、
２
人
の
仲
は
更
に
深

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
終
話
の
第
３
話
は
、
良

昭
が
け
が
を
し
た
と
の
連
絡

を
受
け
た
明
日
香
が
、
慌
て

て
筑
西
市
に
帰
っ
て
く
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
良

昭
は
献
身
的
に
支
え
て
く
れ

る
明
日
香
に
対
し
、
あ
る
感

情
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
良
昭
が
意
を

決
し
て
筑
西
市
の
絶
景
・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
筑
波
を
見
に
行

こ
う
と
誘
い
出
す
と
…

筑西市魅力情報発信映像
『ただいまが、似合うまち』

　この映像は、筑西市の豊かな自然や観光資
源などをＹｏｕｔｕｂｅを活用し、幅広くイ
ンターネットで配信することにより、交流人
口の増加や定住の促進を図るためのもので
す。視聴者が共感しやすく「住みたい」とリ
アルに感じられるように、単にＰＲ素材を紹
介するのではなく、１人の女の子の目線に
立ったドラマ形式で構成しています。出演者
は市内関城地区を中心に活動する市民劇団
「ゴン太」のみなさんと市職員です。筑西市
の魅力あふれる映像をぜひご覧ください！

「筑西市は人もまちもあたたかく、住みや
すい」ということを感じてもらうために

映像は、市ホームページ内の
「ちくせいムービーちゃんねる」

からご覧ください！

「おかえり、明日香」明日香の物語、ついに完結！

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
お
ま
か
せ
！
１
分
Ｐ
Ｒ

ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
」

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
る

Ｃ
Ｍ「
１
分
Ｐ
Ｒ
」

の
大
賞
を
決
め

る
「
お
ま
か
せ
！

１
分
Ｐ
Ｒ
ア
ワ
ー
ド
」
で
、
筑
西
市
の

Ｃ
Ｍ
が
グ
ラ
ン
プ
リ
と
ベ
ス
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
、
市
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
１
分

Ｐ
Ｒ
を
３
回
実
施
。
11
月
に
行
っ
た

「
鮭
の
遡
上
月
間
」
な
ど
を
紹
介
し

た
も
の
が
、
平
成
27
年
中
最
も
優
れ

た
Ｃ
Ｍ
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ

さ
い
！

作品は、市公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ
からご覧ください。
（https://www.facebook.
com/chikusei.city/videos）

市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
！

ただいまが、似合うまち完結 !
3 月上旬
第３話配信開

始
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筑
西
市
文
化
協
議
会
下
館
支
部

文
化
講
演
会

嬉
し
い
こ
と
ば
が

自
分
を
変
え
る

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
35
年
間
「
こ
と
ば
」
と

向
き
合
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
「
声
」

と
し
て
長
年
活
躍
し
て
き
た
村
上
さ

ん
。
現
在
は
、
嬉
し
い
こ
と
ば
の
種

ま
き
で
全
国
を
回
っ
て
い
ま
す
。

　
「
幸
せ
の
は
じ
ま
り
は
、
使
う
こ

と
ば
か
ら
」
嬉
し
い
こ
と
ば
が
自
分

を
変
え
、
人
生
ま
で
も
変
え
て
い
く
。

元
気
が
出
る
あ
た
た
か
さ
に
あ
ふ
れ

た
講
演
で
す
。

問
市
文
化
協
議
会
下
館
支
部

（
文
化
課
内
）
☎
22

－

０
１
８
３

日時：３月26日（土）
　　午後１時 30分開演
　　（開場：午後１時）

場所：コミュニティプラザ
　　　（スピカ６階）

講師：村上  信夫さん
元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサー

入場無料

波
山
写
真
館
入場無料

珠
玉
の
作
品
と
と
も
に
、
数
多
く
の
写
真
を
残
し
て
く
れ
た

板
谷
波
山
。
初
公
開
を
含
む
貴
重
な
写
真
を
前
に
、
異
色
の

ゲ
ス
ト
も
迎
え
語
り
合
う
、
波
山
と
写
真
の
物
語

第
13
回
波
山
の
夕
べ

主
催　
下
館
・
時
の
会

後
援　
筑
西
市
、
筑
西
市
教
育
委
員
会
、（
財
）
波
山
先
生
記
念
会

問
い
合
わ
せ　

T
 ’s

設
計
室　
　
☎
23

－

２
６
０
７

荒
山 

正
明

村
田
あ
き
子

板
谷 

駿
一

青
木 

　
豊

（
学
習
院
大
学
教
授
）

（
板
谷
波
山
の
孫
）

（
板
谷
波
山
の
孫
）

（
写
真
家
・
ス
ト
ー
ム
チ
ェ
イ
サ
ー
）
ほ
か

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ア
ル
テ
リ
オ
」
１
階
集
会
室

３
月
３
日（
木
）

午
後
６
時
開
演

日
時

場
所

ゲ
ス
ト

ち
く
っ

タ

グ
ッ

通信

４８

　

初
日
舞
台
挨
拶
が
有
楽
町
ス
バ
ル
座

に
て
、
キ
ャ
ス
ト
勢
ぞ
ろ
い
で
行
わ
れ
、

会
場
は
立
ち
見
が
出
る
大
盛
況
で
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
大
切
に
育
て
た
映
画
が
い
ま
、

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
に
、
キ
ャ
ス
ト
も
ス
タ
ッ
フ
も
真
正

面
か
ら
向
き
合
い
ま
し
た
。
自
ら
命
を

絶
っ
た
少
年
の
想
い
を
背
負
っ
て
生
き

る
家
族
や
友
人
た
ち
の
心
の
軌
跡
の
物

語
。
そ
れ
が
筑
西
発
の
映
画
『
十
字
架
』

で
す
。

　

ぜ
ひ
、
劇
場
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
人
に
命
の
大
切
さ
を

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

▲舞台あいさつする主演キャストと五十嵐監督

◆
ち
く
せ
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
…

（
商
工
観
光
課
内
）
☎
54

－

７
０
１
３

◆
ち
っ
く
タ
ッ
グ
に
つ
い
て
…
企
画
課 

内
線
４
９
０

問
い
合
わ
せ

2
月
6
日
か
ら
、
映
画
『
十
字
架
』
が

全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た

▲舞台あいさつする主演キャストと五十嵐監督
イオンシネマ下妻などで絶賛上映中

撮影／鶴崎燃

45
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叙勲及び褒章受章者
　春の叙勲　山内洋行　中尾真己
　福田淑江　谷中清彦　青木定子　
　秋の叙勲　大西勲　深谷毅　大山誠
　水越照子　田宮良知　上野怜　
　中嶋靖司　野寺友行
　危険業務従事者叙勲　能勢正夫
　川﨑光男　小島正　
　高齢者叙勲　森利雄　上牧順三
　岡野榮　稲川勘助　大久保昭一
　勝沼勝
　春の褒章　安田康一　岡野三雄
　秋の褒章　新井佳代子
特別功労者表彰
　選挙管理委員会委員　大木安史
　農業委員会委員　石塚正実　柴保　
功労者表彰
　自治協力員　石堀洋巳　鶴見好二
　民生委員児童委員　池羽勝代　
　人権擁護委員　橋本良子
　統計調査員　古谷一男　米山久子
　酒寄文子　日出山かほる　羽生千代子
　庄司とし江　新山浄子　柗本光子
　須藤栄一　加古妙子　岩見和子
　新井有紀子　飯田マリ
　保護司　小里治　森寛昭
　嘱託医　西園孝　
　学校医　榎戸久　平間義昭　学校歯科医　齋藤文子　しもだて美術館長　安井収蔵　
一般表彰
　スポーツ推進委員　島田祐子　文化財保護審議会委員　袖山任男　
　しもだて美術館美術資料収集検討委員会委員　鈴木敏彦　しもだて美術館運営協議会委員　廣瀬まち子
寄附者表彰
　㈱ＴＫＣ　㈱常陽銀行　茨城県魅力ある建設事業推進連絡会議　天賀谷茂　　　　　　（敬称略）

　２月４日、しもだて地域交流センター「アルテリオ」で、市政功労者等表彰式を開催
しました。叙勲及び褒章受章者への記念品贈呈に続き、多年にわたり市の公益や振興発
展のために尽くされた市政功労者の表彰を行い、その功績を称えました。

平成 27 年度 市政功労者等表彰

表彰式に出席された叙勲及び褒章受章者のみなさん

表彰式に出席された功労者のみなさん
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ら
27
年
ま
で
市
連
合
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
会
長
を
、
平
成
26
年
か

ら
は
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

理
事
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
福
祉

増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▶
萩
原
洋
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら

27
年
ま
で
、
市
農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
25

年
ま
で
県
西
農
業
共
済
組
合
理
事
と

し
て
、
平
成
７
年
か
ら
田
谷
川
土
地

改
良
区
総
代
と
し
て
、
農
家
の
支
援

や
農
地
の
整
備
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

１
月
26
日
、
筑
西
市
と
桜
川
市
、

那
珂
市
は
、
日
本
原
子
力
発
電
東
海

第
二
原
発
（
東
海
村
）
の
事
故
が
起

き
た
場
合
に
那
珂
市
民
が
広
域
避
難

す
る
際
、
筑
西
市
と
桜
川
市
が
受
け

入
れ
先
と
な
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た

「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避

難
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

避
難
に
か
か
る
費
用
は
那
珂
市
が
負

担
し
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
期
間
は

原
則
１
か
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
筑
西
市

と
那
珂
市
は
、
災
害
に
襲
わ
れ
た
場

合
の
相
互
援
助
に
つ
い
て
定
め
た

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
に
も
調
印
し
ま
し
た
。

　

筑
西
広
域
圏
内
の
観
光
振
興
を
連

携
し
て
進
め
る
結
城
・
筑
西
・
桜
川

観
光
連
絡
協
議
会
は
、
１
月
20
日
、

前
小
江
戸
川
越
観
光
協
会
事
務
局
長

兼
専
務
理
事
の
中
な
か
ば
や
し林

明あ
き
ら

氏
を
招
き

「
川
越
観
光
の
取
組
事
例
と
観
光
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講

演
会
を
開

催
し
、
各

市
の
観
光

関
係
者

な
ど
約

60
人
が
参

加
し
ま
し

た
。

　

２
月
９
日
、
平
成
27
年
度
茨
城
県

市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
県
市

町
村
会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
３

人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
は
、
県
内
各
市

の
発
展
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人

を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▶
秋
山
實
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
の
国

勢
調
査
か
ら
現
在
ま
で
55
年
間
、
統

計
調
査
員
と
し
て
各
種
調
査
に
従
事

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
統
計
協
会

評
議
員
と
し
て
統
計
調
査
の
普
及
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
は
市
統
計
協
会
会

長
と
し
て
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

▶
鶴
見
重
夫
さ
ん
は
、
平
成
13
年
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け

て
以
来
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
年
か

萩
はぎわら
原　洋

ひろし
さん

（西方）

平
成
27
年
度
茨
城
県
市
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

▲協定書を手にする（左から）桜川
市の大塚秀喜市長、那珂市の海野徹
市長、筑西市の木内良夫副市長

災
害
時
の
広
域
避
難
協
定
と
相
互

応
援
協
定
を
調
印

秋
あきやま
山　實

みのる
さん

（八田）
鶴
つ る み
見 重

し げ お
夫さん

（乙・田中町）

結
城
・
筑
西
・
桜
川
観
光
連
絡

協
議
会
講
演
会
を
開
催

岩
手
県

【
見
ど
こ
ろ
】
板
野
鉄
鉱
山
、

平
泉
、
三
陸
鉄
道
、
奇
跡
の
一

本
松 

な
ど【
食
べ
物
】イ
サ
ダ
、

ワ
カ
メ
、
ア
カ
モ
ク 

な
ど

宮
城
県

【
見
ど
こ
ろ
】
仙
台
城
址
、

西
行
戻
し
の
松
公
園
、
松
島
、

蔵
王 

な
ど
【
食
べ
物
】
牛
タ

ン
、
カ
キ
、
マ
ダ
ラ 

な
ど

松　島 三陸鉄道

　

福
島
県
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
平

成
23
年
４
月
時
点
に
比
べ
、
大
幅
に
減

少
し
、
住
宅
な
ど
の
除
染
が
着
実
に
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
、
農
林
水
産
物
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
ほ
か
、
産
地

で
の
自
主
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
結

果
、
米
、
野
菜
・
果
実
、
畜
産
物
、
栽

培
き
の
こ
で
基
準
値
を
超
え
た
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
流
通
し
て
い
る
福
島
の

農
林
水
産
物
は
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

福
島
県

【
見
ど
こ
ろ
】
磐
梯
山
、野
馬
追
、大
内
宿
、

鶴
ケ
城
、
五
色
沼
、
東
山
温
泉 

な
ど

■ 

福
島
県
内
の
放
射
能
に
つ
い
て

大内宿

東
北
三
県
の
主
な
見
ど
こ
ろ

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
特
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
三
県
。
徐
々
に

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
風
評
被
害
も
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
人
が
三
県
を
訪
れ
て
、
食
や
自
然
、
歴
史
な
ど
を
楽
し
み
、
笑
顔
の
輪
が
広

が
る
こ
と
が
復
興
の
励
み
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
三
県
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

魅
力
あ
る
東
北
三
県
を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う

東
北
被
災
三
県
応
援
の
お
願
い

全
国
市
長
会
か
ら

行 政 ニ ュ ー ス
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ガイドマップで筑西市の魅力を再発見！
～ちくせい魅力散策ＭＡＰ完成記念史跡めぐり
　５編からなる「ちくせい魅力散策
ＭＡＰ」の完成を記念し、２月 13
日、ちくせい観光ボランティアガイ
ド協会（諏

す わ
訪光

こういち
一会長）が市内の名

所などを案内するバスツアー「ちく
せい魅力散策ＭＡＰ完成記念史跡め

ぐり」を行いました。
　市内外から約 30人が参加し、東
叡山千妙寺（黒子）では市指定文化
財の総本堂や昨年建立された寺史展
示室を見学しました。

火の道駆け抜け無病息
災を祈願  ～辻集落火渉

　今年の初午の２月６日、火のつい
たまきの上を素足で渉

わた
り無病息災を

願う江戸時代から続く伝統行事「辻
集落火

かしょう
渉」が、辻稲荷神社境内で行

われました。
　燃えさかるまきが左右にかき分け
られ道ができると、参加者は顔を真っ
赤にしながら駆け抜け、穢

けが
れをはら

い無病息災を祈願しました。

稲荷町をきれいな花で
いっぱいにしたい

　２月６日、田中稲荷愛宕神社の初
午祭で、稲荷町自治会（桧

ひや ま
山和

かずゆき
之自

治会長）主催の「春の花市」が行われ、
参加者に抽選でシンビジウムやデン
ドロビウムが配られました。同自治
会では、「稲荷町を花でいっぱいに
したい」との願いを込め、毎年抽選会
で得た収益金で、新生児や高齢者な
どにパンジーなどを配っています。

千妙寺に展示されている『徳川家康朱印千妙寺法度』

▶
ち
く
せ
い
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会

監
修
に
よ
り
作
成
し
た

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

今年も盛大に豆まき
千妙寺・梨の里節分祭

　快晴の１月 31日、黒子の東叡山
千妙寺で、節分祭実行委員会（松

まつもと
本

紀
のり お
生会長）主催による「第 19回梨

の里節分祭」が行われました。
　物産店やフリーマーケットも行わ
れた会場は、家族連れなどで大にぎ
わい。年男、年女、十三参りの子ど
もたちなどが福豆をまくと、少しで
も多くの福を招き入れようと、大勢
の人が競いあうように手を伸ばして
いました。また、アトラクションで
和太鼓、よさこいソーラン踊りも行
われ、来場者を楽しませました。

母子島遊水地の散策路に
木製ベンチを寄贈

　１月 14日、筑波山を臨む母
は こ じ ま
子島

遊水地初期湛水池の散策路と駐車場
に、ベンチ３基が設置されました。
　国土交通省黒子出張所管内の維持
工事を行う（株）高橋芝園土木様（古
河市）から寄贈されたもので、小貝
川の工事で伐採された木が使われて
います。同地では平成 21年度から
26年度にかけて、国交省と市によ
る「かわまちづくり」事業として散
策路や駐車場整備などが行われてお
り、今回の寄贈で、市民の憩いの場
がひとつ増えました。

まちのわだいまちのわだい
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500人の選手が熱戦！
～市少年柔道錬成大会

　１月 17 日、「第 11 回筑西市少
年柔道錬成大会（池

いけうち
内廣

ひろゆき
之大会会

長）」が下館総合体育館で開催され
ました。
　今大会には、市内・近隣から小・
中学生の104チーム、約500人の選
手が参加。日頃の練習の成果を遺憾
なく発揮し、熱戦を繰り広げました。
　市内チームでは、中学生女子の部
で明野中が優勝、少女の部で下館武
道館、中学生男子の部で下館南中Ａ
がそれぞれ準優勝と輝かしい成績を
収めました。

瞬間的最高の輝き
～ダイヤモンド筑波

　全国的にも有名となった筑波山ベ
ストビューポイント・母

は こ じ ま
子島遊水地

から見える「ダイヤモンド筑波」。
　２月 11日、カメラマンや見物客
など約 100 人が母子島遊水地に集
まりました。筑波山からの日の出時
刻となる午前６時 50分頃には一斉
にカメラのシャッターが押され、数
分間のきらめきに魅了されました。

プロが競う洋菓子コンテストで専門学校生が全国１位
　宇都宮市の調理師専門学校に通う
藤
ふじた
田光

ひかる
さん（清水）が、昨年９月に開

催された、プロも出場する洋菓子コンテ
スト「2015ジャパンケーキショー東京」
のディスプレー部門で最高賞となる連
合会会長賞を受賞。全国１位の快挙に
「とてもうれしい」と話してくれました。

　藤田さんがパティシエへの道を目指したのは、大学受験時に気分転換で
作っていたお菓子づくりがきっかけでした。今年３月には学校を卒業し、
足利市の洋菓子店への就職を予定しているそうで、「将来は地元で自分の
店を開き、両親が作ったスイカやトマトを使ってスイーツを作りたい」
と夢を語ってくれました。　

花と緑の環境美化コン
クールで県知事賞

　成田北自治会（中
なかざわ
澤功
こういち
一会長）は、「平

成27年度第43回花と緑の環境美化
コンクール」で、県知事賞を受賞しま
した。県知事賞は平成19年度以来２
度目で、平成25・26年度は県議会議
長賞を受賞しています。成田地内の県
道沿いを「花いっぱいふれあいロード」
として整備し、毎年きれいな花を咲か
せ、通行人を楽しませてくれます。

美味しいごはんを食べ
て音楽を楽しもう

　下館珈琲まちなかプロジェクト
（瀧

たき
和
か ず こ
子代表）による「音葉Ｃａｆ

ｅ　ｖｏｌ．３～おとはカフェ～」
が２月 14日にしもだてアパートメ
ントで開催されました。
　お客さんは、昭和レトロな空間で、
おいしい出張喫茶ごはんを食べなが
ら、様々なジャンルの音楽の生演奏
を聴き、リズムをとり、楽しい時間
を過ごしました。
　また、当日は朝８時から大町周辺
のごみ拾い企画「オペレーション・
ヴァレンタイン」も行われました。



市内巡回展示
●協和公民館（月曜日休館）
２月 25日（木）～３月 10日（木）
●関城支所（土・日曜日閉庁）
３月 14日（月）～ 28日（月）
●市役所本庁１階（土・日曜日閉庁）
３月 30日（水）～ 4月 13日（水） 
●しもだて地域交流センター
　（アルテリオ）１階（月曜日休館）
４月 15日（金）～５月６日（金） 
●筑西しもだて合同庁舎前広場
　展示スペース
（別途パネル化した写真を展示）
２月下旬～平成 29年１月下旬

「輝く瞳」古谷　宣夫（つくば市）

✿筑西市教育長賞✿筑西市議会議長賞✿筑西市長賞

「ひまわりのっぽさん」
吉沢　登（玉戸）

「
祈
る
」
飯
田
　
光
信
（
下
妻
市
）

「大将出陣」
野中　章雄（栃木県栃木市）

✿（株）茨城新聞社長賞✿筑西市商工会長賞✿下館商工会議所会頭賞

「金色の大神輿」
吉沢　敏子（玉戸）

「判官秋路を行く」
渡辺　清（深見）

「神輿乱舞」
藤井　浩一（石岡市）

✿審査員特別賞✿審査員特別賞

「真夏の祭典」
田村　正（二木成）

「
夏
空
に
咲
く
花
」

根
芝
　
一
夫
（
古
河
市
）

筑
西
市
観
光
協
会
長
賞

筑西のまつり

2015

筑西市観光協会主催

フォトコンテスト
応募者 53人（応募作品 138点）から、
９点の受賞作品を紹介します。（敬称略）
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こだまスイカ 筑
西
の
「
お
い
し
い
」
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か

　

昼
夜
の
寒
暖
差
と
豊
富
な
日
照
量
に

よ
っ
て
ひ
と
味
違
っ
た
甘
く
み
ず
み
ず

し
い
筑
西
市
自
慢
の
「
こ
だ
ま
ス
イ

カ
」。
出
荷
は
３
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、

７
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
冷
蔵
庫
に

丸
ご
と
入
る
大
き
さ
で
、
糖
度
が
12
〜

14
度
と
高
く
、
普
通
の
ス
イ
カ
よ
り
甘

い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
皮
が
薄
く

口
い
っ
ぱ
い
に
果
汁
が
広
が
り
、
シ
ャ

リ
シ
ャ
リ
感
も
抜
群
で
す
。

■
お
い
し
い
食
べ
方

　

買
っ
て
か
ら
保
存
し
て
も
甘
み
が
増

　

真
っ
赤
な
色
と
甘
み
で
食
べ
る
人
を

魅
了
す
る
「
い
ち
ご
」。
甘
く
て
お
い

し
い
だ
け
で
な
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
粒
な
ら
５

〜
６
粒
も
食
べ
れ
ば
１
日
の
所
要
量
を

摂
取
で
き
ま
す
。
健
康
や
美
容
に
も
効

果
的
な
い
ち
ご
は
、
４
月
頃
ま
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
い
ば
ら
キ
ッ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
内
の
栽
培
の
中
心
は
と
ち
お
と
め

で
す
が
、
近
年
、
茨
城
県
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」
の
栽
培
に

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新
鮮

な
う
ち
に
冷
蔵
庫
で
１
〜
２
時
間
程

度
冷
や
し
て
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
ス
イ
カ
の
効
能

　

こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
90
％
以
上
は
水
分

で
、
カ
リ
ウ
ム
の
働
き
に
よ
り
利
尿
作

用
が
高
く
、
腎
機
能
の
健
全
化
、
高
血

圧
に
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
活
性
酸

素
を
抑
制
す
る
リ
コ
ペ
ン
な
ど
の
ビ
タ

ミ
ン
類
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
健
康

や
若
さ
を
保
つ
ベ
ス
ト
な
果
物
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
甘
さ
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
円
す
い
形
の

整
っ
た
形
が
特
徴
で
す
。「
と
ち
お
と

め
」
と
「
ひ
た
ち
１
号
」
の
交
配
に
よ

り
誕
生
し
、
平
成

24
年
に
品
種
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
市

場
の
評
価
も
高
く
、

高
級
フ
ル
ー
ツ
と

し
て
の
新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
確
立
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

夏を先取り！体はミニでもビッグな旨さ！ まだまだ旬！健康にも美容にも最適！

いちご とちおとめ
いばらキッス

筑
西
・
桜
川
は

日
本
一
の
産
地
！

茨
城
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」

（　　   ）

食べ頃！筑西市の特産品

 市農政課☎２０－１１６１　県西農林事務所経営・普及部門☎２４－９２１８問

２月 16 日、県庁でいちごの
ＰＲを行いました！

筑西市の肥沃な大地で育ったおいしい農産物を食べて、一緒にまちをＰＲしましょう！
お近くのスーパーなどでお買い求めいただけます。
※いばらキッスはファーマーズマーケットきらいち（西方）で取り扱っています。（入荷数に限りがあります。）
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健康 

いきいき
健康健康

　

ス
ト
レ
ス
は
、
人
間
関
係
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
と
き
、
心
配
事
や

悩
み
事
が
あ
る
と
き
、
自
然
災
害
に

よ
っ
て
も
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
結
婚

や
出
産
、
近
親
者
が
亡
く
な
る
な
ど
、

人
生
の
転
機
と
も
な
る
出
来
事
に
遭

遇
し
た
と
き
に
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お

問
健
康
づ
く
り
課 

☎
22-

０
５
０
６

く
と
、
不
安
が
強

く
な
っ
た
り
、
う

つ
状
態
に
陥
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

人
間
は
生
き
て

い
る
限
り
、
何
か
し
ら
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
受
け

入
れ
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
こ
う

と
す
る
意
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
は
「
こ
こ
ろ
」

だ
け
で
な
く
、「
か
ら
だ
」や「
行
動
」

に
も
現
れ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
十
分
な
睡
眠
を
と

り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
継
続
可
能
な
運
動
を
行
う

こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
こ

こ
ろ
に
悩
み
事
や
心
配
事
を
た
め
た

ま
ま
に
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

家
族
や
気
心
の
知
れ
た
仲
間
た
ち

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
直
接
解
決
に

結
び
つ
か
な
く
て
も
、
気
持
ち
の
整

理
が
で
き
、
こ
こ
ろ
が
楽
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
誰
か
に
打
ち
明
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

症
状
が
続
く
と
き
は
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
す
る
か
、
心
療
内

科
や
精
神
科
を
受
診
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　　

市
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

を
利
用
し
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で

感
じ
る
ス
ト
レ
ス
や
、
気
持
ち
の
落

ち
込
み
度
を
無
料
で
簡
単
に
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

場
合
…
こ
ち
ら
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

■
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
…
「
筑
西
市
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
で
検
索
（https://

fi shbow
lindex.jp/chikusei/

）

ス
ト
レ
ス
を
放
っ
て
お
く
と
…

ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
を
知
っ
て
お
こ
う

　本殿は、総欅
けやき

の一
いっけんしゃながれづくり

間社流造で江戸時代
の再建と推定されます。
　祭神は「新

し ん ぺ ん ひ た ち こ く し

編常陸国誌」によると、
武
たけみかづちのみこと

甕 槌 命、経
ふつぬしのみこと

津主命、天
あめのこやねのみこと

児屋根命、
大
おおひるめのみこと

日 孁 命、 相 殿 と し て 徳 川 家 康、
八
やくさいかづちのかみ

雷 神となっています。
　二所神社と称するのは、鹿島神宮（武
甕槌命）と別雷神社を合

ご う し

祀したためで、
他の祭神は、その後合祀されたものと思
われます。
　文

ぶん じ

治２年（1186）に鹿島神社建立以降、
応
おうにん

仁２年（1468）再建、元
げ ん な

和４年（1618）
水
みずのや

谷家第８代勝
かつたか

隆による再建、元
げんろく

禄 11 年
（1698）18 か村の氏子による石鳥居寄進、
宝
ほうえい

永７年（1710）下館藩主黒
くろだなおくに

田直邦による
拝殿の造立を経て、今日に至っています。
　また、平成 19年の屋根葺き替え修理の
際には、化粧棟木部分に明

めいれき

暦３年（1657）
の墨書銘が発見されました。

探訪 筑西市の

文化財
二
に

所
しょ

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

( 成田地内 )
市指定文化財（建造物）
昭和 56 年１月１日指定
江戸時代

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
に
は

こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク！ 文化課　 ☎２２-０１８３ 問

※ 

通
信
料
は
自
己
負
担

ス
ト
レ
ス
を
知
っ
て

    

上
手
に
付
き
合
お
う

■
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
の
例
■

 

気
持
ち
が
落
ち
込
む
・
イ
ラ
イ
ラ

す
る
・
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
・

眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
疲
れ

や
す
い
・
お
酒
の
量
が
増
え
る

な
ど
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地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ
　

取
材
を
通
し
て
、
多
方
面

で
活
躍
す
る
方
々
と
出
会
え

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
意

外
に
広
報
紙
を
読
ん
で
い
な

い
人
も
多
い
の
か
な
、
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
ち
の
情
報
を

つ
な
ぐ
唯
一
の
広
報
紙
で
す
。

も
っ
と
知
ら
せ
た
い
、
心
躍

る
記
事
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 竹

たけうち

内  啓
け い こ

子さん
（舟生）

　

筑
西
市
誕
生
か
ら
10
年
、

市
の
四
大
祭
り
に
う
か
が
い

ま
し
た
が
、
各
会
場
と
も
人

出
が
多
く
、
交
流
が
活
発
に

な
っ
て
き
た
の
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
市
役
所
本
庁
舎
移

転
や
中
核
病
院
が
形
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
市
民
記
者

と
し
て
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
話
題
を
求
め
て
取
材

を
行
い
ま
し
た
。

小
こ い し か わ

石川 功
いさお  

さん
（飯島）

　

筑
西
市
は
風
光
明
媚
で
、

鬼
怒
川
・
勤
行
川
・
小
貝
川

で
鮭
の
遡
上
や
人
工
ふ
化
を

体
験
で
き
る
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
中
核
都
市
で
す
。
素

晴
ら
し
い
美
術
館
や
板
谷
波

山
記
念
館
も
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
も
多
く
の
友
人
や
親

戚
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
、
一
端
を
記
事

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

武
む と う

藤  州
くにてる

輝さん
（小川）

　

こ
の
一
年
間
、
色
々
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に

鬼
怒
川
の
堤
防
崩
壊
は
、
ひ

と
ご
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
川
島
の
鬼
怒
小
貝
漁

協
を
訪
ね
た
と
き
、
水
の
勢

い
が
す
ご
く
て
形
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
川
の
三
角
州
を

見
て
、
背
筋
が
震
え
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
防
災
対
策
は

何
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
なかじま

島  定
さだえい

衛さん
（門井）

　

今
年
か
ら
市
民
記
者
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
取
材
を
通

し
て
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
に
お
会
い
で
き
ま
し

た
。
特
に
地
域
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
た
ち
に
お
会

い
で
き
た
こ
と
に
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。
紙
面
を
通
し
て
、

輝
い
て
い
る
人
、
頑
張
っ
て

い
る
団
体
な
ど
を
紹
介
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。仁

に へ い

平 幸
ゆ き こ

子さん
（下高田）

　

市
民
記
者
に
な
り
、
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
こ

と
を
書
か
せ
て
も
ら
え
る
喜

び
が
大
き
く
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
よ
り
深
く
こ
の
ま
ち
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
す
ま

す
こ
の
ま
ち
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
筑
西

市
の
魅
力
を
、
み
な
さ
ん
に

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。和

わ だ

田 恵
け い こ

子さん
（榎生一丁目）

　

今
年
も
取
材
を
通
じ
て
多

く
の
方
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
で
き
、
様
々
な
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
、
市
民
記
者

の
み
な
さ
ん
や
多
く
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
、
市
の
魅
力

を
発
掘
、
紹
介
す
る
と
い
う

記
者
の
役
目
を
果
た
せ
た
こ

と
に
感
謝
し
、
あ
ら
た
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 鈴

す ず き

木 よし子
こ

さん
（小川）

　

こ
の
一
年
、
様
々
な
取
材

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ま
ん
ま
や
鬼
怒
小
貝
漁
協
の

み
な
さ
ん
、
６
次
産
業
に
取

り
組
む
大
嶋
さ
ん
夫
妻
の
お

話
な
ど
、
知
ら
な
い
こ
と
が

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
な
発
見

が
あ
る
か
楽
し
み
で
す
。 栗

くりはら

原  敬
け い こ

子さん
（上野）

　

市
外
出
身
の
私
も
、
生
ま

れ
育
っ
た
所
よ
り
、
筑
西
市

で
の
生
活
の
方
が
長
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
市

民
記
者
の
活
動
を
通
し
て
、

市
の
歴
史
、
名
所
、
年
間
行

事
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
筑
西
市
民

と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
生

活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 風

か ざ み

見 うた子
こ

さん
（小川）

　

市
民
記
者
と
な
り
、
あ
っ

と
い
う
間
の
一
年
間
で
し
た
。

取
材
に
う
か
が
っ
て
も
、
上

手
に
質
問
す
る
に
は
予
備
知

識
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
地
名
を
知
ら

な
か
っ
た
り
し
て
、
市
民
で

あ
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
く

ら
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強

不
足
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 北

きたおか

岡 早
さ え こ

越子さん
（海老ヶ島）

１年間、このページを担当した市民記者の感想をご紹介します。

13



14

養
蚕
小
学
校

関
城
東
小
学
校
児
童
数　

３
８
７
人

※氏名は敬称略

　
私
の
夢
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
る
こ
と
で
す
。
食
べ
て

も
ら
っ
た
人
全
員
に
、
美
味

し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
お

菓
子
を
作
り
た
い
で
す
。

　

私
の
夢
は
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
慕
わ
れ
る
幼
稚
園
の
先

生
に
な
る
こ
と
で
す
。
小
さ

い
子
が
好
き
な
の
で
、
成
長

す
る
姿
を
見
守
り
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
日
本
の
人
た

ち
の
笑
顔
を
守
る
政
治
家
に

な
る
こ
と
で
す
。
日
本
が
、

も
っ
と
良
い
国
に
な
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
な
る
こ
と
で
す
。
み
ん

な
を
勇
気
づ
け
る
プ
レ
ー
を

し
て
、
日
本
を
元
気
に
し
た

い
で
す
。

佐
さとう

藤　月
つきの

乃

藤
ふじくら

倉　聖
せれん

錬

鈴
すず き

木　塁
るいと

斗篠
しのはら

原   ほのか

千
ち ば

葉　 楓
かえで

岩
いわ み

見　陸
りくと

斗

大
おおよし

吉　 慧
さとる

　
僕
の
夢
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
指
導
者
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
最
大

の
目
標
で
あ
る
茨
城
国
体
に

出
場
し
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
な
る
こ
と
で
す
。
入
団

一
年
目
か
ら
全
試
合
出
場
し

活
躍
し
て
、
タ
イ
ト
ル
を
た

く
さ
ん
取
り
た
い
で
す
。

英
はなぶさ

 　彩
あや か

花
　
私
の
夢
は
、
小
説
家
に
な

る
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
小

説
を
書
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
ド
キ
ド
キ
や
ワ
ク
ワ
ク

を
届
け
た
い
で
す
。

　
僕
の
夢
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
社
長
に
な
る
こ
と

で
す
。
美
味
し
い
も
の
や
便
利

な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
、
多
く

の
人
を
幸
せ
に
し
た
い
で
す
。

箱
はこもり

守　太
たいしょう

翔
　

僕
の
夢
は
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
た
く
さ
ん
練
習
し
て
日

本
代
表
に
入
り
、
世
界
中
の

選
手
と
戦
い
た
い
で
す
。

児
童
数　

３
４
２
人

百
か ら き た

木田   愛
め い

唯

６年生が描くぼくの未来・わたしの未来

マイ   ドリームマイ   ドリーム

　
私
の
夢
は
、
看
護
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
病
気
で
苦
し

ん
で
い
る
人
を
助
け
て
、
多

く
の
人
を
笑
顔
に
し
て
あ
げ

た
い
で
す
。
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ちゃん大
おおつか

塚  心
こ こ な

桜
３ （小川）  月    日生26
大
おおつか こ こ な

桜

ちゃん大
おおさわ

澤 佳
か な こ

菜子
３ （小川）  月    日生25

おおさわ

佳
か な こ

菜子くん塚
つかごし

越  裕
ゆ う き

稀
３ （筑瀬）  月    日生17

つかごし

越 裕
ゆ う き

稀 ちゃん大
おおくま

熊  結
ゆ う あ

絢
３ （関本中）  月    日生18

おおくま

熊 結
ゆ う あ

絢ちゃん飯
い い だ

田  桜
さ わ

羽
３ （築地）  月    日生18
飯
い い だ

桜
さ わ

くん飯
い い た

田  藍
あ い と

斗
３ （新治）  月    日生14
飯
い い た

藍
あ い と

斗

ちゃん坂
さかいり

入  唯
ゆ い な

菜
３ （一本松）  月    日生13

さかいり

唯
ゆ い な

菜ちゃん渡
わたなべ

辺  紗
さ ら

礼
３ （旭ヶ丘）  月    日生11

くん野
の ざ わ

澤  良
りょうた

太
３ （女方）  月    日生11３ （上野）  月    日生11

くん栗
くりしま

島  蒼
そうすけ

介

３ （大関）  月  日生５
ちゃん奥

おくむら

村  此
こ こ な

菜奥
おくむら こ こ な

菜 ちゃん野
の で ら

寺 希
き さ ら

彩
３ （田宿）  月  日生７

くん大
おおいし

石  航
こうへい

平
３ （下中山）  月  日生９

くん鈴
す ず き

木  悠
ゆ づ き

月
３ （岡芹）  月  日生６
鈴
す ず き

木 悠
ゆ づ き

くん鈴
す ず き

木  結
ゆ い と

翔
３ （市野辺）  月  日生９

３ （伊佐山）  月  日生５
ちゃん新

あ ら い

井  花
か の ん

音新
あ ら い

井 花
か の ん

音

３ （中舘）  月  日生３
ちゃん中

なかまる

丸  陽
ひ ま り

葵中
なかまる ひ ま り

葵ちゃん長
は せ が わ

谷川 陽
ひ な

奈
３ （小栗）  月  日生２
長
は せ が わ ひ な

奈

　平成 27年５月生まれのお子さんの写
真を募集しています。写真裏面に、①
お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・
性別　②保護者氏名・郵便番号・住所・
電話番号を明記し、３月 31日（木）ま
でに広報広聴課へ。

★写真選びのポイント★

①顔が切れていないもの。
②顔が小さすぎないもの。
③明るい場所で撮られたもの。

わが家 の
アイド ル



【
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会
】

　
ぬ
い
ぐ
る
み
を
図
書
館
に
お
泊
ま
り
さ
せ
て
み

ま
せ
ん
か
？
お
泊
ま
り
中
の
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
の

様
子
は
ア
ル
バ
ム
に
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
日
時
＝（
預
か
り
）３
月
12
日（
土
）・13
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
／
（
お
返
し
）
３
月
19
日

（
土
）
〜
21
日
（
月
・
祝
）
▼
対
象
＝
12
歳
以
下

▼
定
員
＝
先
着
10
人
（
１
人
１
体
限
り
。
高
価
な

も
の
又
は
壊
れ
や
す
い
も
の
は
不
可
）
▼
申
込
み

＝
預
か
り
期
間
中
に
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

直
接
（
事
前
予
約
不
可
）

【
１
日
図
書
館
員
体
験
】

　
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
よ
う
！

▼
日
時
＝
３
月
29
日
（
火
）、
31
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
４
時　
▼
対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生　
▼

定
員
＝
各
２
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

申
込
み
＝
３
月
13
日
（
日
）
ま
で
に
カ
ウ
ン
タ
ー

で
申
込
み
（
電
話
申
込
不
可
）

◉
返
し
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

返
却
日
が
過
ぎ
た
資
料
が
お
手
元
に
あ
る
と
、

新
た
な
貸
出
や
予
約
が
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
、

他
の
利
用
者
に
も
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
返
し
忘
れ

の
資
料
が
な
い
か
、
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
中
央
図
書
館

【
赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ
】

▼
日
時
＝
３
月
10
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー　
▼
内
容
＝
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
（
月
１
回
、木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
）

【
宮
西
達
也
パ
ネ
ル
展
】

　
絵
本
作
家
の
宮
西
達
也
氏
代
表
作
『
お
ま
え
う

ま
そ
う
だ
な
』
の
複
製
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
３
月
19
日
（
土
）
〜
４
月
５
日
（
火
）

▼
場
所
＝
児
童
開
架

【
映
画
会
】

▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
〜　
▼
場

所
＝
視
聴
覚
室　
▼
上
映
作
品
＝
『
人
生
、
い
ろ

ど
り
』（
１
１
２
分
）
▼
出
演
＝
吉
行
和
子
、
富

司
純
子
ほ
か　
※
申
込
不
要

◉
明
野
図
書
館

【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ブ
】

　

視
聴
覚
室
を
幼
児
と
保
護
者
に

開
放
し
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。（
午
前
中

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
子

育
て
相
談
が
あ
り
ま
す
）

▼
日
時
＝
３
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
・
場
所
＝

３
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
・
児
童
室

３
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
・
視
聴
覚
室

明 野 図 書 館

お
す
す
め
本
紹
介

感染症キャラクター図鑑
監修／岡田　晴恵
イラスト／いとう　みつる【日本図書センター】
家族みんなでからだを守ろう! インフルエンザウイルス、
アタマジラミ、ペスト菌…。感染症の原因となる病原
体をキャラクター化。病気にかからないための予防
法や治療法などを紹介します。感染症“超入門”図鑑。

著／伊東　成郎【河出書房新社】

剣技を磨いた新選組にとって、刀剣はまさしく武
士の魂そのものであった。佩刀、鞘、用達研師、
標準刀、手槍、鍔など、気鋭の研究者が、新選組
にまつわる剣の実際に迫ります。

新選組と刀
中 央 図 書 館

新しい食べ方で肉よりおいしく＆やせられる！高野どうふレシピ

著／石澤　清美【主婦の友社】
常温で長期保存でき、ボリューム感があって栄養分
も豊富な「高野どうふ」の色々な食べ方を紹介します。
新しい食べ方「そぼろ」にした作りおきおかずや、昔
ながらの料理、スイーツ＆パンのレシピなどを収録。

手と手をつないで
絵／ブリッタ・テッケントラップ
文／マーク・スペアリング【ＢＬ出版】
小さなその手をのばしてごらん。さあ、手と手をつな
いで、二人でいっしょにでかけよう。二人でいれば
こわくない…。四季折々の季節をたどりながら、ま
だ見ぬ世界への一歩をみちびく、心あたたまる絵本。

中
央
図
書
館

明
野
図
書
館

関
城
分
館

協
和
分
館

☎
24

－

３
５
３
０

☎
52

－

２
４
６
６

☎
37

－

６
６
２
６

☎
57

－

２
５
１
５

（
下
岡
崎
１

－

11

－

１
）

（
海
老
ヶ
島
２
１
２
０

－

７
）

（
関
本
上
１
４
７
０
）　

（
門
井
１
９
６
２

－

２
）

問
い
合
わ
せ

３
月
の
休
館
日

中
央
図
書
館
・
明
野
図
書
館　

７
日
・
14
日
・
28

日
（
月
）
／
関
城
分
館
・
協
和
分
館　
７
日
・
14
日
・

28
日
（
月
）、
22
日
（
火
）
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（氏名は敬称略）

SPORTS

第
33
回
関
東
圏
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
古
河
大
会

11
月
22
日
・
23
日　

古
河
体
育
館
ほ
か

女子の部　優勝　大田シルキー
※最優秀選手賞　吉原一花（大田小６年）

第
11
回
筑
西
市
少
年

剣
道
錬
成
大
会

11
月
７
日　

下
館
総
合
体
育
館

団体戦優勝　下館士徳会
　坂入玲央（中小６年）　　相原双葉（中小６年）
　椙本遥希（下館小５年）　橋本晃汰（下館小５年）
　熊木隆汰（竹島小５年）

第
62
回
春
日
部
市
空
手
道

選
手
権
大
会

11
月
３
日　

ウ
イ
ン
グ
・
ハ
ッ
ト
春
日
部

防具付組手　小４年の部
第３位　小田部　輝（下館小）

ジュニアオリンピックカップ都道府県対抗中学バレーボール
大会で、茨城県代表に市内から２人が選出され大活躍
　吉葉恭平さん（明野中３年）
と下条悠太さん（協和中３年）
が、「ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ第 29 回全国都道府県
対抗中学バレーボール大会」に
県代表選手として選出され、12
月 25 日～ 28 日、大阪市中央
体育館で行われた同大会に出場
しました。
　男子県代表チームは惜しくも
予選で敗退となりましたが、力
一杯プレーし健闘しました。

吉葉さん（左）と 下条さん（右）

円陣を組む県男子代表チーム

ジュニアオリンピックカップ都道府県対抗中学ソフトボール
大会で、茨城県代表として８人選出
　３月26日（土）～28日（月）に、男子は岡山県新見市、女子は
広島県尾道市・三原市で行われる「ＪＯＣジュニアオリンピックカッ
プ第12回都道府県対抗全日本中学生男子・女子ソフトボール大会」
に県代表選手として市内から男子６人、女子４人が選出されました。
【男子県選抜】
日向 勇人（明野中２年）
宮本 真拓（明野中２年）
安松 和馬（明野中２年）
武井 一真（明野中２年）
鈴木 智也（明野中２年）
古宇田 侑希（明野中２年）
【女子県選抜】
磯山 明日香（下館中２年）
井坂 日奈美（下館南中２年）
倉持 梨々香（明野中２年）
堀江 　遥（明野中２年）

第
20
回
明
野
晴
明
館

少
年
柔
道
大
会

10
月
11
日

明
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー小１年男子の部

準優勝　鈴木琉斗（養蚕小）
第３位　小谷野太心（古里小）
敢闘賞　小島一冴（大田小）高橋玲偉（明野晴明館）
小２年男子の部
第３位　堀江颯人（大田小）
敢闘賞　中島咲司郎（関城柔道会）宮田光流（下館小）森谷　翔（川島小）
小３年男子の部
第３位　芝山大空（川島小）
敢闘賞　小野塚大凱（関城東小）
小４年男子の部
第３位　川村大樹（大田小）
小５年男子の部
準優勝　鈴木拳斗（養蚕小）
第３位　古宇田優斗（大村小）滝澤　開（関城西小）
敢闘賞　杉山敦郁（大田小）飯村成満（上野小）廣瀬陸人（養蚕小）
小６年男子の部
第３位　大吉　諒（村田小）
敢闘賞　大和田佳希（村田小）小里友詩（村田小）

幼年の部
敢闘賞　国田日々喜（下館武道館）久保姫夏（関城柔道会）
　　　　鉄炮塚大成（下館武道館）

小１・２年女子の部
準優勝　宮田衣織理（下館小２年）
３　位　飯村和華（上野小２年）岡野志央理（関城西小２年）
敢闘賞　大畑葵生（大田小２年）古宇田那菜（大村小１年）
　　　　滝澤　悦（関城西小２年）西村紗希（長讃小１年）
小３・４年女子の部
準優勝　鈴木莉緒（養蚕小４年）
第３位　藤倉美藍（関城東小４年）
敢闘賞　森谷美咲（川島小４年）
小５・６年女子の部
優　勝　酒井葵海（下館武道館）
準優勝　大塚菜未（中小６年）
敢闘賞　鈴木汐海（関城東小 5年）岡野亜耶（関城西小６年）
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４
月
か
ら
新
た
に
中
学
１
年
生
と
高

校
１
年
生
（
年
齢
相
当
者
含
む
）
に
な

る
人
の
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
福
・

は
ぐ
く
み
）
受
給
者
証
が
更
新
と
な
り

ま
す
。
該
当
者
に
は
改
め
て
３
月
中
に

保
護
者
宛
に
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
誕
生
月
に
更
新
を
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、

申
請
が
必
要
で
す
の
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
医
療
保
険
課  

内
線
２
４
０
・
２
５
２

 
 

 

　

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定
め

ら
れ
た
農
用
地
区
域
か
ら
の
変
更

（
除
外
）
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
資
料
を
持

参
の
う
え
、
事
前
に
農
政
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
＝
４
月
18
日
（
月
） 

〜

５
月
９
日
（
月
）
▼
申
請
場
所=

農
政
課
（
ス
ピ
カ
４
階
）
▼
申
請
書

類
の
提
出
部
数=
正
本
１
部
、
副

本
３
部　

▼
申
請
書=
農
政
課
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
て

く
だ
さ
い
。

申
問
農
政
課　
　

☎
20

－

１
１
６
１

各
地
区
と
も
…
◆
対
象
＝
現
在
社
会

体
育
施
設
を
定
期
的
に
利
用
し
て
い

る
団
体
又
は
今
後
利
用
を
計
画
し
て

い
る
団
体
の
代
表
者　

◆
内
容
＝
４

月
〜
９
月
の
定
期
利
用
の
調
整
、
施

設
利
用
に
あ
た
っ
て
の
諸
注
意
な
ど

※
時
間
厳
守

【
関
城
地
区
】
▼
日
時
＝
３
月
８
日

（
火
）
午
後
７
時
〜　

▼
場
所
＝
関

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）
筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）
筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）
筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）
筑西市門井 1962 番地 2

2016

案

内

▶防災行政無線で放送した内容を
再度聞くことができます。
問防災安全課  ☎内線３６８・３６９

０１２０－０２９６－９９
フリーダイヤル

防 　 災 　 無 　 線
再 応 答 サ ー ビ ス

3.１

開庁時間
午前８時 30 分～午後５時 15 分
※木曜日は午後７時まで（本庁のみ）

農
用
地
区
域
の
除
外
申
出

を
受
け
付
け
ま
す

体
育
施
設
利
用
者
会
議

（
関
城
・
協
和
・
明
野
地
区
）

マ
ル
福
・
は
ぐ
く
み
受
給
者

証
の
更
新（
新
中
学・高
校
生
）

　４月１日（金）から、国民健康保険の被保険者証（保険証）が更新となります。
保険証はこれまでと同様に世帯主にまとめて３月下旬に簡易書留郵便で送付します。
※保険税に納め忘れがある世帯は有効期限が短い保険証です。
※ 後期高齢者医療の保険証の有効期限は、７月末日までのため、今回は郵送しません。

■保険証が届いたら 
 保険証に記載されている内容に間違いがないか、また加入者全員分があるか確
認してください。

■資格異動の手続
 社会保険に加入されたときなどは、届出が必要です。国民健康保険証と加入し
た健康保険証の両方を持参し、手続を行ってください。 
世帯主、住所などが変更になる場合も世帯全員の保険証を持参してください。

■就学や施設入所のため住民票が筑西市にないとき 
在学、入所証明書などを持参のうえ、手続を行ってください。

■国保の各種届出などの手続
世帯主が申請者です。世帯主以外の人が手続をする場合は、委任状が必要です。
また、各種届出などには、申請者の身分証明書や世帯主と手続対象者のマイナ
ンバー（個人番号）も必要です。

国民健康保険証が更新となります
問医療保険課　内線２４５

４月１日金
から
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学
校　

▼
申
込
期
限
＝
３
月
２
日

（
水
）
ま
で

申
問
健
康
づ
く
り
課☎

22

－

０
５
０
６

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大

地
震
に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
性
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
簡
易

的
な
耐
震
診
断
が
で
き
る
「
誰
で
も

で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課　
　
　

☎
20

－
１
１
７
７

　

愛
玩
用
の
家
畜
を
１
頭
（
羽
）
以

上
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
に
よ
り
、
毎
年
２
月
１
日

現
在
の
飼
養
頭
羽
数
な
ど
を
県
に
報

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
家
畜
＝
牛
、
水
牛
、
鹿
、
め

ん
羊
、山
羊
、馬
、豚
、い
の
し
し
、鶏
、

あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ

う
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
（
犬
、猫
、

う
さ
ぎ
、
イ
ン
コ
な
ど
は
対
象
外
）

※
報
告
方
法
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
県
西
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
52

－

０
３
４
５

城
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

【
協
和
地
区
】
▼
日
時
＝
３
月
９
日

（
水
）
午
後
７
時
〜　

▼
場
所
＝
協

和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
室　

【
明
野
地
区
】
▼
日
時
＝
３
月
11
日

（
金
）
午
後
７
時
〜　

▼
場
所
＝
明
野

公
民
館
研
修
室

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館
総
合
体

育
館
内
）　　
　
　
☎
28

－

５
０
４
０

【
筑
西
健
康
パ
ー
ク　
〜
動
い
て
、

食
べ
て
、
健
康
づ
く
り
！
】

▼
日
時
＝
３
月
９
日
（
水
）
午
前
10

時
〜　

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館

▼
内
容
＝
体
操
体
験
、
体
力
測
定
、

作
品
展
示
な
ど

【
バ
ス
の
運
行
（
要
予
約
）
※
交
通

手
段
が
無
い
人
優
先
】

▼
出
発
時
間
＝
各
地
か
ら
下
館
総
合

体
育
館
行
き
：
①
午
前
９
時
発　

②

午
後
１
時
発
（
明
野
・
協
和
地
区
の

み
）
／
下
館
総
合
体
育
館
か
ら
各
地

へ
：
①
正
午
発
（
明
野
・
協
和
地
区

の
み
）
②
午
後
３
時
発
（
関
城
地
区

の
運
行
は
無
し
）
▼
乗
車
場
所
＝
下

館
地
区
：
各
公
民
館
（
巡
廻
）
／
関

城
地
区
：
関
城
老
人
セ
ン
タ
ー
（
藤

ケ
谷
）
※
自
家
用
車
の
乗
合
わ
せ
予

定
の
た
め
午
前
９
時
集
合
／
明
野
地

区
：
明
野
公
民
館
／
協
和
地
区
：
古

里
小
学
校
、
協
和
公
民
館
、
小
栗
小

　浄化槽設置費補助金の仮受付及び抽選会を、４月と９月の
年２回実施します。補助対象地域・人槽を確認のうえ、工事
予定時期に合わせて申し込んでください。

平成 28 年度
浄化槽設置費補助金申込み
■補助対象地域　公共下水道事業認可区域・農業集落排水事業採択区域を除く筑西市全域

項 目 第１回 第２回

仮受付

４月１日（金）
～ 15日（金）

対象：浄化槽設置工事着
工予定が８月 31日（水）
まで

４月 25日（月）
～９月９日（金）

対象：浄化槽設置工事
完了が平成 29 年２月
28日（火）まで

申請者：本人又は家族、代理申請業者
（「仮申込書」の提出をしてください）

抽選日時 ４月24日（日）午前10時～ ９月25日（日）午前10時～
抽選場所 しもだて地域交流センター「アルテリオ」１階集会室
抽選人 本人又は家族（代理申請業者は入室のみ可）

補助金
申請
受付期間

４月 25日（月）
～７月 29日（金）

９月 26日（月）
～ 11月 30日（水）

申請者：本人又は家族、代理申請業者
（「浄化槽設置費補助金交付申請書」を提出してく
ださい　※代理申請の場合は「委任状」を添付）

※第１回の抽選にはずれた場合、第２回の抽選に再度申込可能■日程

●抽選する権利及び当選した権利の譲渡は認めません。
●仮申請後の補助額の増額についての変更は受けられません。
● ｢仮申込書｣ 及び ｢浄化槽設置費補助金交付申請書｣ は、下
水道課窓口へ直接提出してください。（窓口以外は受付不可）

●補助金申請前に浄化槽を設置した場合は交付の対象になりません。
● 補助金申請受付期間内に申請書が提出されない場合
は、キャンセルされたものとみなします。

■注意事項

※ 転換は、汲み取り式便所又は単独浄化槽から合併浄化
槽への設置替えなどです。

※ 単独浄化槽を撤去する人は、上記に加え 90,000 円を限
度に補助されます。（条件有り）

■補助金額
項 目 霞ヶ浦流域外

（通常型）
霞ヶ浦流域内（高度処理型）
新築 転換※

５人槽 294,000 円 533,000 円 645,000 円
７人槽 342,000 円 644,000 円 772,000 円
10 人槽 459,000 円 787,000 円 959,000 円

※補助金額が変更になる場合があります。

申問下水道課　☎２２－０５０３

「
筑
西
健
康
パ
ー
ク
」
会
場

へ
の
バ
ス
運
行

お
住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
性

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か

愛
玩
用
の
家
畜
の
飼
養
状

況
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
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食
込
）

問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会　
　

明
野
支
部　

広
瀬
☎
52

－

３
８
０
２

明
野
公
民
館　
　

☎
52

－

５
３
３
３

【
陶
芸（
初
心
者
向
け
）、
竹
籐
工
芸
、

革
工
芸
】

▼
期
間
＝
５
月
〜
平
成
29
年
３
月

（
お
お
む
ね
月
２
回
）
▼
場
所
＝
陶

芸
：
協
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
久

地
楽
）
／
竹
籐
工
芸
、
革
工
芸
：
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小
林
）
▼
対

象
＝
市
内
在
住
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
人　

▼
定
員
＝
陶
芸
：
25
人
／
竹

籐
工
芸
：
30
人
／
革
工
芸
：
40
人
（
申

込
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
費
用
＝
無

料
（
別
途
材
料
費
な
ど
が
必
要
）
▼

申
込
み
＝
３
月
７
日
（
月
）
〜
11
日

（
金
）
に
高
齢
福
祉
課
（
本
庁
１
階
）・

各
支
所
・
川
島
出
張
所
で

申
問
高
齢
福
祉
課　

内
線　

２
２
４
・
２
２
７

　【
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
事
業
】

　

27
年
度
シ
リ
ー
ズ
の
第
12
回
で
す
。

▼
日
時
＝
３
月
15
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル

テ
リ
オ
」
２
階
研
修
室　

▼
講
話
演

題
＝
世
界
史
か
ら
見
た
日
本
天
皇   

▼
講
師
＝
宮
本
朔
夫
氏
（
元
下
館
市

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
市
史
資

料
集
編
纂
委
員
）
▼
費
用
＝
５
０
０

円
（
事
前
申
込
の
場
合
３
０
０
円
）

申
問
き
ら
め
く
筑
西
市
民
の
会

鳥
生　
　
　
　
　

☎
20

－

３
３
８
６

☎
０
８
０

－

１
０
９
０

－

５
７
４
８

　

西
村
釧
之
助
、
吉
江
政
次
、
穴
澤

清
次
郎
、
井
上
織
江
な
ど
の
郷
土
筑

西
人
と
ゆ
か
り
の
深
い
五
千
円
札
で

有
名
な
女
流
文
学
者
・
樋
口
一
葉
の

『
人
と
文
学
』を
読
ん
で
鑑
賞
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
原
則
第
１
日
曜
日　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝

協
和
公
民
館
中
研
修
室　

▼
講
師
＝

桐
原
光
明
氏
（
元
下
館
市
立
中
央
図

書
館
長
）
▼
費
用
＝
資
料
代
な
ど

申
問
文
学
サ
ー
ク
ル　

大
山

☎
57

－

２
４
０
９

 
 

　

正
し
い
日
本
語
で
名
作
を
朗
読
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
毎
月
原
則
第
２
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

▼
場
所
＝

中
央
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

▼
費
用
＝
１
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
）
※
３
月
の
テ
キ
ス
ト
は

「
朗
読
勉
強
会
」
会
員

歴
史
講
話
（
筑
西
市
史
を

中
心
に
）
59

　

１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
の
間
、
１

日
の
火
葬
可
能
件
数
を
３
件
増
や
し

て
い
ま
す
。

▼
追
加
の
時
間
帯
＝
正
午
・
１
件
／

午
後
４
時
・
２
件
（
１
日
合
計
15
件
）

問
き
ぬ
聖
苑　
　

☎
33

－

６
６
３
５

▼
日
時
＝
３
月
16
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ

オ
」
２
階
練
習
室　

▼
定
員
＝
親
子

15
組
（
３
か
月
以
上
の
子
）
※
要
予

約　

▼
費
用
＝
無
料

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
な
ご
み 

北
原

☎
０
９
０

－

８
８
１
６

－

９
９
９
６

▼
日
時
＝
３
月
11
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
あ
け
の

元
気
館　

▼
内
容
＝
よ
り
よ
い
子
育

て
の
あ
り
方
（
講
話
）、
１
年
間
の

ま
と
め
反
省
、
育
児
相
談
、
話
し
合

い　

▼
定
員
＝
30
組
程
度　

▼
費
用

＝
親
子
１
組
２
０
０
円
（
保
険
・
昼

特別ショートレッスン日程（申込不要）
■日時：①３月７日（月）～ 11日（金）※９日（水）を
除く　②３月 14日（月）～ 18日（金）午後３時～３時
30分　■定員：先着 20人　■内容：①認知機能低下予
防運動をテーマとした講義＆実技　②日常動作をテーマ
としたコンディショニング講義＆実技　■費用：無料（別
途入館料が必要）■指導員：宮村龍太・竹内渉

春の短期水泳教室
■日時：３月 26 日 ( 土 ) ～ 29 日（火）午前８時 45 分
～９時 45分　■定員：先着 20人　■対象：小学１～３
年生（28年度現在）■内容：水に慣れる、泳ぎの基本を
覚える　■指導員：宮村龍太・石嶋涼　■費用：5,000
円（別途入館料が必要）■申込特典：①申込みした人全
員に最大６人まで使えるファミリー入場券１枚プレゼン
ト　②教室期間中、レストランで受講カードを提示する
とポテトフライが 150 円で買えます。■申込み：２月
27日 ( 土 ) 正午～あけの元気館窓口で　

あけの元気館教室
問あけの元気館　☎５２－７１１１

　詳しくはあけの元気館ホームページ又は館内掲示
板をご覧ください。

募

集

「
き
ぬ
聖
苑
」の
火
葬
可
能
件

数
が
３
月
末
ま
で
増
え
ま
す

母
親
支
援
・
子
育
て
支
援

英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク

樋
口
一
葉
と
筑
西
の
人
物

文
学
講
座
（
４
月
開
講
）

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ

る
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業

講
座
受
講
生

20



ー
ト
Ｃ
と
Ｄ
の
中
間
）
▼
受
付
時
間

＝
午
前
10
時
〜　

▼
費
用
＝
無
料

（
イ
オ
ン
か
ら
の
提
供
品
有
り
）

※
毎
月
第
１
水
曜
開
催

申
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻

　
　
　
　
　
　
　

☎
30

－

１
７
０
０

【
３
月
６
日
（
日
）
市
民
ウ
ォ
ー
ク
】

▼
集
合
＝
常
総
線
黒
子
駅
前
・
午
前

８
時　

▼
費
用
＝
無
料　

【
３
月
13
日
（
日
）
ホ
ー
ム
ロ
ー
ド
ウ

ォ
ー
ク
又
は
宝ほ
う
き
ょ
う
さ
ん

篋
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

▼
集
合
＝
関
城
体
育
館
前
・
午
前
８

時
／
小
田
休
憩
所
・
午
前
９
時

▼
費
用
＝
３
０
０
円

【
３
月
27
日
（
日
）
積
善
院
枝
垂
桜

鑑
賞
ウ
ォ
ー
ク
】

▼
集
合
＝
関
城
体
育
館
前
・
午
前
８

『
耳
な
し
芳
一
の
は
な
し
（
小
泉
八

雲
著
）』
▼
定
員
＝
若
干
名　

▼
講

師
＝
木
村
節
子
氏

申
問
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
び
こ

相
田
（
午
前
中
）
☎
28

－

０
３
０
６

　

初
心
者
歓
迎
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午　

▼
場
所
＝
協
和

公
民
館
大
会
議
室　

申
問
小
泉　
　
　

☎
57

－

２
４
８
３

　【
３
月
２
日
（
水
）
下
妻
イ
オ
ン
館

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
３
キ
ロ
）】

▼
集
合
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー
ト
（
ゲ

時　

▼
費
用
＝
３
０
０
円

【
毎
木
曜
日　
腰
膝
鍛
え
る
ダ
ウ
ン

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室
】

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
費

用
＝
無
料　

▼
場
所
＝
河
内
公
民
館

申
問
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

鳥
生　

FAX
20

－
３
３
８
６

☎
０
８
０

－
１
０
９
０

－

５
７
４
８

　

平
成
29
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒

業
す
る
予
定
の
人
（
既
卒
者
含
む
）

を
対
象
に
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
※
申
込
不
要

【
水
戸
会
場
】

▼
日
時
＝
３
月
14
日
（
月
）・
17
日

（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
場
所

＝
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

【
土
浦
会
場
】

▼
日
時
＝
３
月
７
日
（
月
）・
９
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜　

▼
場
所

＝
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

問
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課　
　

　

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

６
２
１
８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
筑
西
☎
22

－

２
１
８
８

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ

オ
」
１
階
集
会
室　

▼
申
込
み
＝
当

日
会
場
で　

▼
費
用
＝
１
，
５
０
０

円
（
当
日
徴
収
、
昼
食
代
込
）
※
小

学
生
以
下
無
料
（
昼
食
代
は
自
己
負

担
）
▼
賞
状
・
景
品
有
り

問
下
館
将
棋
愛
好
会　

笹
澤　

　
　
　
　

☎
22

－

４
２
０
１

▼
日
時
＝
３
月
13
日
（
日
）
午
後
２

時
〜
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）
▼
場

所
＝
明
野
公
民
館
大
ホ
ー
ル「
イ
ル
・

ブ
リ
ラ
ン
テ
」
▼
曲
目
＝
組
曲
『
惑

星
』
か
ら
『
火
星
』『
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
・
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』『
森

の
贈
り
物
』
他　

▼
入
場
無
料
・
全

席
自
由　

問
し
も
だ
て
吹
奏
楽
団　

田
嶋　

☎
０
９
０

－

２
６
２
６

－

９
８
８
９

第
77
回
市
民
将
棋
大
会

イ
ベ
ン
ト

が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城

企
業
説
明
会

し
も
だ
て
吹
奏
楽
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・ハ
イ
キ
ン
グ

　市民病院の形成外科で主に治療する疾患は、皮膚・
皮下腫瘍、外傷、難治性潰瘍（糖尿病性潰瘍、褥瘡
など）瘢痕、爪の異常などがあります。これらの疾
患の治療をしていく中で、患者様の勘違いにより、
間違った処置や対処をしていることが多々ありま
す。いくつか例をあげながら、わかりやすく説明し
ます。

【市民病院からのお知らせ】
休日は救急対応の診察を行っています。受診希望の
人は電話でお問い合わせください。

問医事企画課　☎２８－２２６１

■日時：３月 11日（金）午後３時～４時
■場所：筑西市民病院２階会議室（入場無料）

講師：形成外科医長　天海恵子

間違いだらけの処置
～形成外科の疾患について～

３月の市民病院健康講座

ＡＳＫスポーツクラブ館西
《バドミントン、卓球、ビーチボールバレー
などの軽スポーツ、ヨガ・バランスボール・
太極拳教室に参加しませんか？》
【日時】３月３日・10日・17日・24日・31日（木）、
４日・11日・18日（金）午後7時～
【場所】下館総合体育館　
【年会費】小・中学生 4,000 円／高校生・一
般5,000円（保険料含む）　
【持参品】体育館用シューズ、運動のできる服装
申問ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局

（下館総合体育館内）☎２８－５０４０

「
芳
香
書
道
ク
ラ
ブ
」
会
員

2021



まちづくりカフェピーチ（二木成）
【
う
た
ご
え
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】

▼
日
時
＝
３
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円　
▼
持
参
品
＝
マ

イ
カ
ッ
プ
、
ス
リ
ッ
パ

【
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】

▼
日
時
＝
３
月
15
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

▼
対
象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者　
▼

参
加
費
＝
５
０
０
円　
▼
定
員
＝
20
人　

▼
講
師
＝
檜
山
祐
子
氏　
▼
持
参
品
＝
バ

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
ヨ
ガ
・
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】

▼
日
時
＝
３
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円　

▼
講
師
＝
鯨
井

陽
子
氏　
▼
持
参
品
＝
バ
ス
タ
オ
ル

【
子
育
て
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
　
英
語
で
あ
そ

ぼ
・
楽
し
い
英
語
教
室
】

▼
日
時
＝
３
月
５
日
（
土
）
①
４
歳
〜
年

長
さ
ん
：
午
後
１
時
30
分
〜　
②
小
学
生
：

午
後
２
時
40
分
〜　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
定
員
＝
各
15
人　

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
保
健
室

☎
０
８
０

－

６
７
７
９

－

０
８
４
６

★
以
外
は

「
た
ま
り
場
・
た
ろ
う
」
で
開
催

【
お
気
軽
ウ
ク
レ
レ
教
室
（
月
２
回
）】

▼
日
時
＝
３
月
１
日
・
15
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０

円　

※
ウ
ク
レ
レ
の
用
意
有
り

【
お
気
軽
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
教
室（
月
２
回
）】

▼
日
時
＝
３
月
８
日
・
22
日
（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝

３
０
０
円　

▼
持
参
品
＝
ギ
タ
ー

【
ア
キ
ラ
の
説
法
カ
フ
ェ
】

▼
日
時
＝
３
月
11
日
（
金
）
午
後
２

時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
も
っ
た
い
な
い
倶
楽
部
ち
く
ち
く
針
仕
事
】

ベ
ス
ト
を
つ
く
ろ
う
！
▼
日
時
＝
３

月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜
４

時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
布
に
お
絵
描
き
ア
ー
ト
】

▼
日
時
＝
３
月
14
日
（
月
）
午
後
２

時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

＋
実
費

【
手
仕
事
工
房
】

編
み
物
、
そ
の
他　

▼
日
時
＝
３
月

24
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時  

▼

参
加
費
＝
３
０
０
円
＋
実
費

【
筆
遊
び
教
室
】

▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
１
，

０
０
０
円

【
★
昭
和
の
歌
声
カ
フ
ェ
】

▼
日
時
＝
３
月
27
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分  

▼
参
加
費
＝

２
０
０
円　

▼
場
所
＝
レ
ス
ト
ー
レ

下
館
（
菅
谷
）

【
た
ま
り
場
か
ふ
ぇ
】

ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！
歌
あ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
あ
り
、
ラ
ン
チ
あ
り
。

▼
日
時
＝
３
月
２
日
・
９
日
・
23

日
・
30
日
（
水
）、
５
日
・
19
日
（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時　

▼
参
加
費

＝
５
０
０
円

問
小
松
﨑

☎
０
９
０

－

１
７
９
７

－

３
０
４
５

ベ
ス
ト
を
つ
く
ろ
う
！
▼
日
時
＝

月時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
布
に
お
絵
描
き
ア
ー
ト
】

時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

＋
実
費

【
手
仕
事
工
房
】

編
み
物
、
そ
の
他　

▼
日
時
＝

24参
加
費
＝
３
０
０
円
＋
実
費

【
筆
遊
び
教
室
】

２
時
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
１
，

０
０
０
円

♪　た　ま　り　場　楽　校　♪

♪
対
象
＝
幼
児
・
児
童
・
保
護
者
♪

【
協
和
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
＝
３
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館

問
小
林　
　
　
　
　

  

☎
57

－

３
０
４
６

【
夢
く
ら
ぶ
】

▼
日
時
＝
３
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

３
時　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館

問
小
川　
　
　
　
　

☎
37

－

３
７
２
９

【
読
み
聞
か
せ
の
会
「
て
る
て
姫
」】

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館

問
吾
妻　
　
　
　
　

☎
57

－

３
４
０
１

【
野
ば
ら
の
会
】

▼
日
時
＝
３
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館

問
鶴
見　
　
　
　
　

☎
24

－

８
３
７
６

【
え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会
】

▼
日
時
＝
３
月
24
日
（
木
）
午
前
10
時

30
分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園
な

か
よ
し
文
庫

問
未
来
ネ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
24

－

８
０
７
０

【
あ
す
な
ろ
の
会
】

▼
日
時
＝
３
月
27
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館

問
手
面　
　
　
　
　

☎
24

－

４
５
４
７

分
〜

分
〜

読 み 聞 か せ

春
の
山
野
草
展
示
会

第
26
回
春
蘭
展 

 
▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ
オ
」

２
階
研
修
室　

▼
対
象
＝
市
内
在
住

で
聴
覚
機
能
・
音
声
機
能
・
言
語
機

能
の
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
及
び

電
子
メ
ー
ル
を
利
用
可
能
な
携
帯
電

話
を
所
持
し
て
い
る
人　

▼
定
員
＝

先
着
20
人　

▼
申
込
期
限
＝
３
月
11

日
（
金
）
ま
で

申
問
障
が
い
福
祉
課　

内
線
２
２
６

　
　
　
　
　

FAX
25

－

２
４
０
１

▼
日
時
＝
３
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
結
城
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク
ロ
ス
」
小

ホ
ー
ル　

▼
講
師
＝
小
林
滿
子
氏

（（
一
社
）
倫
理
研
究
所
）
▼
費
用
＝

１
，
０
０
０
円
（
託
児
有
り
）

問
家
庭
倫
理
の
会
茨
城
西

細
川　
　
　
　
　

☎
33

－
５
３
６
９ 

古
谷　
　
　
　
　

☎
24

－
２
０
０
７

▼
日
時
＝
３
月
24
日
（
木
）
〜
27
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最

終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
▼
場
所
＝

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ス
ピ
カ
６
階
）

▼
入
場
無
料

問
写
真
講
座
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
」
事
務
局　

長
谷
川　
　
　
　

☎
24

－

６
６
８
８

 

▼
日
時
＝
３
月
13
日
（
日
）
午
後
６

時
〜　

▼
場
所
＝
光
徳
寺
（
泉
町
）

▼
対
象
＝
小
学
生
（
28
年
度
現
在
）

の
男
子
児
童

問
光
徳
寺　

相
馬
☎
22

－

４
２
０
９

▼
日
時
＝
３
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
13
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
川
島
公
民
館

問
宮
田　
　
　
　

☎
28

－

０
３
２
０

▼
日
時
＝
４
月
８
日
（
金
）
〜
10
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
▼
場
所
＝

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
フ
ロ
ン

ト
（
小
林
）

問
下
館
山
野
草
会　

杉
山

☎
０
９
０

－

７
７
０
１

－

３
０
３
７

 

▼
日
時
＝
３
月
20
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜
（
受
付
は
午
前
10
時
〜
）

聴
覚
障
が
い
者
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
登
録
及
び
説
明
会

家
庭
倫
理
講
演
会

「
い
の
ち
」
の
輝
き

写
真
講
座
「
Ｄ
Ａ
Ｎ
」

第
10
回
作
品
展

世
界
の
食
文
化
と
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
交
流
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
筑
西

第
１
団
入
団
説
明
会

22



犬
・
猫
の
譲
渡
会

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ア
ル
テ
リ
オ
」
１
階
集
会
室

▼
内
容
＝
①
外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
発
表　

②
食
文
化
交
流
会

③
三
味
線
と
尺
八
の
演
奏　

▼
費
用

＝
無
料　

※
申
込
不
要

問
筑
西
市
国
際
友
好
協
会　

日
向
野

☎
０
９
０

－

８
７
７
６

－

３
２
３
３

▼
日
時
＝
３
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪
場

※
譲
り
た
い
人
は
３
月
６
日
（
日
）

か
ら
事
前
申
込
（
費
用
：
１
，

０
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

※
最
後
ま
で
飼
え
る
人
（
猫
は
室
内

飼
い
で
き
る
人
）
に
譲
り
ま
す
。

問
ア
ニ
マ
ル
ブ
ン
ブ
ン

☎
０
９
０

－

９
６
４
１

－

１
８
５
７
 　

茨
城
県
臨
床
心
理
士
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
「
こ
こ
ろ
の
悩
み
」
に
つ

い
て
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
家
族
、
学
校
、

職
場
な
ど
の
心
配
事
や
悩
み
事
を
抱

え
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
６
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時　

▼
相
談
方
法
＝
電

話
相
談
（
相
談
料
は
無
料
）

※
通
話
料
は
相
談
者
の
負
担

第
17
回
こ
こ
ろ
の
健
康

電
話
相
談
（
無
料
）

相談日時 ３月 18日（金）午前 10時～正午
相談会場 協和ふれあいセンター（久地楽）
相 談 員 弁護士

予　　約
３月４日（金）午前９時から、社会福祉
協議会（☎ 22-5191）で電話受付開始
（市内在住の人・定員５人、受付順）

＊要予約  ＊秘密厳守・無料 法律相談 （社協）

相談日時 相談会場 予約先
３月８日（火）
午前９時～10時30分 筑西保健所 ☎ 24-3965

３月 10日（木）
午後１時～３時 協和保健センター 健康づくり課

☎ 22-0506
３月 14日（月）
午後３時～５時 筑西保健所 ☎ 24-3965

こころの健康相談 ＊要予約  ＊秘密厳守・無料

地区 開　催　日 会　場

下館

３月１日・８日・15日（火）
13:30～ 15:00 下館武道館１階

３月11日・25日（金）
13:30～ 15:00

しもだて地域交流セン
ター「アルテリオ」集会室

関城 ３月１日・15日（火）
10:00～ 11:30

ペアーノ　
リハーサル室

明野 ３月７日（月）
13:30～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

協和 ３月２日・16日（水）
13:30～ 15:00

協和公民館
総合ホール

▶対象＝おおむね60歳以上　▶定員＝各先着30人
（※あけの元気館健康体操教室のみ先着20人）▶服
装＝動きやすい服装　▶持参品＝タオル、飲み物
問健康づくり課　☎２２－０５０６

シルバーリハビリ体操教室

生涯学習奨励単位／健康づくり奨励単位認定該当事業

▶対象＝ ｢均衡（バランス）のとれた体力づくり｣ に関
心のある人　▶定員＝各先着30人（※あけの元気館健
康体操教室のみ先着20人）▶服装＝運動のできる服装、
運動靴　▶持参品＝バスタオル、タオル、飲み物
問健康づくり課   ☎２２－０５０６
市健康運動普及員会会長 鳥生 ☎080-1090-5748

地区 開　催　日 会　場

下館

３月３日・17日（木）
13:30～15:00  

しもだて地域交流
センター「アルテ
リオ」会議室Ｂ

３月７日（月）
13:30～ 15:00※男性のみ スピカ３階

健康ひろば３月14日・28日（月）
13:30～ 15:00

関城 ３月２日・16日（水）
13:30～ 15:00

ペアーノ
リハーサル室

明野

３月１日・15日・22日（火）
13:30～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

３月８日（火）
13:30～ 15:00

宮山ふるさとふれ
あい公園ホール

協和

３月４日・18日（金）
13:30～ 15:00

協和ふれあいセ
ンター集会室

３月25日（金）
10:00～ 11:30
※認知予防教室。上履き持参。

協和公民館
大会議室

健康運動教室（筑西はつらつバラエティー体操）

【
相
談
電
話
番
号
（
当
日
の
み
）】

☎
０
２
９

－
２
３
２

－

３
７
２
１

☎
０
２
９

－
２
３
２

－

３
７
２
２

【相談日時】３月 24日（木）午後１時～３時（法律相談は４時まで）
【場所】下館武道館２階

相談員 申込み

人権相談 人権擁護委員
（法務大臣委嘱） 事前申込不要

（当日来訪順受付）行政相談 行政相談委員
（総務大臣委嘱）

法律相談
（市内在住の人） 弁護士 ☆３月 14 日（月）午前 9時から、広報広

聴課にて電話予約受付開始（先着８人）
人権相談…問人権推進課  内線２５３         ／  行政・法律相談…問申広報広聴課  内線３１４

生活の困りごと相談（市）＊秘密厳守・無料

ひきこもり相談
※要予約 ・秘密厳守 ・無料
▶日時＝３月24日（木）
【専門相談】午後１時30分～２時30分
臨床心理士が相談を受け、対応などに
ついて助言や情報提供を行います。
【家族教室】午後２時30分～４時
同じ悩みを持つ家族同士がひきこ
もりについて学び、交流を深め、解
決の糸口を見つける場です。
※家族教室への参加は、面接を行っ
てからとなります。
申問筑西保健所  ☎２４－３９６５

就職の悩みはサポステで解決！
＊厚生労働省認定事業　＊無料・前日までに予約

昨年度相談件数　1,061 件
セミナー受講者数　839人

▶日時＝毎週火～土曜日　午前 10
時～午後６時（日・月曜日、祝日は
休館）▶場所＝いばらき県西若者サ
ポートステーション（西方）　▶対
象＝就職で悩んでいる若者（15 ～
39歳）又は保護者・関係者
「毎週火曜日（午後１時～４時）に
ハローワークで出張相談会開催中」
申問いばらき県西若者サポートステーション
　　 ☎５４－６０１２

青少年なんでも相談
友達のこと　学校のこと　
ひとりで悩んでいませんか？
　いじめなど子どもたちのいろいろ
な悩みについて、専門の相談員が電
話相談・面接相談に応じます。
保護者からの相談にも応じています。

▶日時＝毎週月・水・金曜日
　午後１時～５時（祝日除く）
▶ 場所＝市青少年センター（スピカ３階）

問☎２４－６０８１（直通）

不登校・ひきこもりの
解決にむけて
　お子さんの問題行動（不登校・ひ
きこもり・家庭内暴力等）で苦しま
れている当事者及び保護者のため
の相談会を開催します。
▶日時＝３月 16日（水）午後１時
30 分～５時　▶場所＝しもだて地
域交流センター「アルテリオ」２階
研修室　▶資料代＝ 300円
問アイネット　浅沼
　☎０９０－３１４０－４８６５

相

談

■■■　お詫びと訂正　■■■
　ピープル２月 15日号７ページ「生活の困りごと相
談」の相談日時に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。
【誤】：３月 15日（火）午後 10時～正午
【正】：３月15日（火）午前10時～正午
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発
行
／
筑 ち
く
せ
い
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

☎
０
２
９
６
―
２
４
―
２
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

広
報
筑
西
 ピ
ー
プ
ル

N
o.168
平
成
28
年
3
月
１
日

人口＝男 51,269 人　女  52,590 人　計 103,859 人　世帯数＝ 36,623 世帯（平成 28年２月１日現在・常住人口）

「経正」八世観世銕之丞 / 撮影 吉越立雄

第
23
回 

４月９日（土）午後４時始　入場無料
 場所／明野公民館大ホール「イル・ブリランテ」

「奈須与市語」野村太一郎 

●能「経正」
　シテ　清水寛二　　ワキ　安田　登　　
　笛　　松田弘之　　小鼓　幸　信吾　　大鼓　大倉正之助　
　地謡　西村高夫　加藤眞悟　長谷川晴彦　梅若泰志　古室知也　青木健一
　後見　伊藤嘉章　安藤貴康

●狂言と謡のワークショップ
●地元の方々参加による大小鼓連調「高砂」待謡、狂言小舞
●能楽解説　
●「奈須与市語」　野村太一郎　

地元のみなさんによる大小鼓連調「高砂」

主催／明野薪能実行委員会　後援／筑西市・筑西市教育委員会
舞台プロデュース／大倉正之助
問い合わせ／明野薪能実行委員会　 メール akeno-takiginou@wine.ocn.ne.jp
　　　　　　文　化　課　　　☎２２－０１８３
　　　　　　明野公民館　　　☎５２－５３３３


